
第１６回 

けん玉道関西チャンピオンシップ 

大 会 要 項 

 

１．目的   ○けん玉を通じて高めてきた技術・集中力・精神力など、日頃の練習の成果を発揮

する。 

       ○けん玉を通じて様々な人との交流を図る。 

 

２．日時   ○２０１４年４月２７日 ９時００分～１４時３０分 （受付８時４５分～） 

  

３．場所   ○大阪市立信太山青少年野外活動センター（http://www.shinodayama.com） 

        〒594-0023 大阪府和泉市信太町３－１２－８６ 

         【最寄駅】ＪＲ「信太山」下車 徒歩３０分 

 

４．主催   ○日本けん玉協会 関西総支部 

 

５．参加費  ○１人 ７００円 

 

６．参加資格 ○誰でも可能（ただし同日開催のけん玉道関西グランプリの参加者は不可） 

 

７．持ち物  ○協会公認けん玉・筆記用具・上履き・昼食・飲み物 

 

８．予選   ○どのクラスとも、１０選技３回ずつ３０点満点とする。 

       ○予選上位８名を決勝トーナメント進出とする。 

       ○同点の場合は、１回目の成功率の高い方が上位とする。（１回目が同じなら２回

目、それも同じなら３回目の成功率が高い方） 

       ○それでも同点の場合は、くじを引いて順位を決定する。 

       ○ただし、決勝トーナメント進出かどうかを決める順位決定戦は、サドンデスを行

う。 

 

９．決勝トーナメント 

       ○決勝トーナメントの組み合わせは、予選の順位により決定する。 

       ○試合は、選技１種目目から順に１回ずつ１０点満点を２人同時に行う。 

       ○点数が上位の方を勝ちとする。 

       ○同点の場合は、サドンデスを行う。 

       ○サドンデスでも勝敗が決まらない場合は、タイム競技（大会当日に技を決定）を

行う。 

       ○その他については、けん玉協会の規定に準じる。 

  



けん玉道関西チャンピオンシップ大会選技 

 初心者の部（10～６級） 上級者の部（５級～準初段） 有段者の部（初段以上） 

１ 大皿 飛行機 うら飛行機 

２ 前ふり大皿 県一周 うぐいす～けん 

３ 小皿 ふりけん うらふりけん～うら地球まわし 

４ 中皿 とめけん～もちかえ つるしとめけん 

５ ろうそく 世界一周 宇宙一周～地球まわし 

６ 前ふりろうそく 灯台 つるし県一周～世界一周２回連続 

７ 手のせ大皿～けん けん先すべり けん先すべり～日本旅行 

８ とめけん 手のせ灯台～さか落とし 一回転灯台～さか落とし 

９ 手のせうぐいす～けん 飛行機～はやて中皿 一回転飛行機～はねけん 

10 空中ブランコ ワープふりけん ふりけん～灯立～とんぼ返り 

 

技の説明 

初心者の部 

前ふり大皿 ふりけんのように、玉を前にふって大皿をする。 

前ふりろうそく ふりけんのように、玉を前にふってろうそくをする。 

手のせ大皿～けん 玉を大皿に手でのせて、けんに入れる。 

手のせうぐいす～けん 玉を大皿（小皿）のふちに手でのせて、けんに入れる。 

空中ブランコ 玉がけんにささった状態ではなれないように糸をつまむように持つ。

そこから前にふってけんを持ち、玉を中皿にのせる。けんを持つ時は、

皿胴をつかんではならない。 

 

上級者の部 

とめけん～もちかえ とめけんを完成させた後、けんから玉へもちかえ技をする。もちかえ

動作の時、指が動いてはならない。また、玉にもちかえた時、けんや

皿胴をつかんではならない。 

手のせ灯台～さか落とし けんを玉に手でのせて、さか落としをする。 

飛行機～はやて中皿 飛行機を完成させた後、けん玉を空中に投げ上げ、素早くけんをとり

玉を中皿にのせる。けんを持つ時は、皿胴をつかんではならない。 

ワープふりけん 利き手でけんを持ち、ふりけんのように玉を前にふる。玉がけんに入

る前にけんを反対の手にもちかえて、ふりけんを完成させる。 

 

有段者の部 

うら飛行機 うらふりけんのように、けんを手前から引き上げ飛行機を完成させる。 

けん先すべり～日本旅行 けん先すべり～小皿～大皿～うぐいす（大皿～小皿～うぐいすも可） 

 

≪連絡先≫ 

この大会に関する質問、お問い合わせは下記まで。 

日本けん玉協会 関西総支部 事務局 

  奥野 睦夫 （℡）090-6604-2334 （E-Mail）alpaca-kendama@emobile.ne.jp 

 


